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四川大地震の被災者支援の募金活動をす
る中国人留学生＝岡山大津島キャンパス
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中
国
・
四
川
大
地
震
か
ら
一
週
間
が
過

ぎ
、
県
内
で
も
被
災
者
支
援
が
本
格
化
し

て
い
る
。
十
九
日
は
岡
山
大
な
ど
三
大
学

で
中
国
人
留
学
生
か
募
金
活
動
を
開
始
。

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本

部
・
岡
山
市
楢
津
）
は
現
地
で
の
救
援
活
動

に
乗
り
出
し
て
お
り
、
″
岡
山
発
″
の
支
援

が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
（
１
面
関
連
）

　
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
。
十
九

日
昼
、
岡
山
大
津
島
キ
ャ

ン
パ
ス
（
岡
山
市
津
島
中
）

で
中
国
人
留
学
生
ハ
人
が

□
々
に
訴
え
る
と
、
通
り

掛
か
っ
た
学
生
や
教
員
ら

が
募
金
箱
に
お
金
を
入
れ

て
い
っ
た
。

　
県
内
の
中
国
人
留
学
生

で
つ
く
る
「
県
中
国
留
学

人
員
友
好
肱
会
」
（
二

十
五
人
）
が
Ｉ
カ
月
の
予

定
で
企
画
。
岡
山
商
科

大
（
同
市
津
島
京
町
）
と

吉
備
国
際
大
（
高
梁
市
伊

賀
町
）
で
も
同
時
に
始
ま

り
、
こ
の
日
は
計
約
二
十

六
万
八
千
円
か
集
ま
っ

た
。

　
募
金
は
駐
大
阪
総
領
事

館
を
通
じ
、
被
害
が
集
中

し
て
い
る
と
さ
れ
る
現
地

の
小
中
学
校
の
再
建
資
金

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
。
同

会
の
王
雪
松
会
長
（
吉
備

国
際
大
大
学
院
生
）
は
「
山

陽
学
園
大
（
岡
山
市
平
井
）

な
ど
で
も
活
動
を
計
画
し

て
お
り
、
Ｔ
人
で
も
多
く

の
方
に
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　
日
本
人
の
間
で
も
支
援

の
動
き
は
活
発
化
し
て
お

り
、
中
国
文
化
な
ど
を
学

ぶ
「
孔
子
学
院
」
を
昨
秋

開
設
し
た
岡
山
商
科
人
は

同
日
、
学
内
七
ヵ
所
に
募

金
箱
を
設
置
。
震
災
発
生

直
後
か
ら
会
員
ら
に
浄
財

を
募
っ
て
い
る
岡
山
市
日

中
友
好
協
会
（
片
岡
和
男

会
長
）
は
二
十
四
日
、
教

育
や
経
済
な
ど
の
分
野
で

日
中
交
流
に
取
り
組
む
五

団
体
と
と
も
に
、
同
市
中

心
部
で
街
頭
募
金
活
動
を

展
開
す
る
。

　
依
然
と
し
て
生
き
埋
め

と
な
っ
て
い
る
人
や
街
頭

生
活
を
送
る
被
災
者
が
多

数
い
る
中
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

本
部
調
整
員
が
十
七
日
に

四
川
省
成
都
入
り
。
同
省

什
都
市
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と

協
力
関
係
に
あ
る
医
師
ら

現
地
ス
タ
ッ
フ
四
人
が
救

急
医
療
活
動
に
当
た
っ
て

い
る
。

　
在
岡
中
国
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
「
県
華
僑
・

華
入
総
会
」
は
今
後
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
祖
国

の
支
援
に
弾
み
を
つ
け
た

い
考
え
。
司
会
の
劉
勝
徳

会
長
は
「
日
本
人
の
方
か
。

ら
も
カ
ン
パ
な
ど
の
協
力

Ｉ

の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
祈
り
、
長
期
的
な
取
り

組
み
を
続
け
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
（
平
田
知
也
、

河
内
慎
太
郎
）
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